
先
般
、
鏡
野
ド
ー
ム
で
大
相
撲
作
州
鏡

野
場
所
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
力

士
た
ち
の
迫
力
あ
る
稽
古
や
取
組
を
間
近

で
味
わ
い
、
感
動
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

相
撲
は
、
戦
後
間
も
な
い
頃
ま
で
は
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
年
代
を
問
わ
ず
最

も
人
気
の
あ
る
競
技
で
し
た
。
な
に
し
ろ

必
要
な
道
具
や
細
か
い
ル
ー
ル
も
な
く
、

体
一
つ
あ
れ
ば
行
え
、
力
が
強
い
と
い
う

こ
と
は
い
つ
の
時
代
で
も
憧
れ
の
存
在

だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

町
内
で
は
現
在
は
上
齋
原
神
社
で
春
に

「
お
ん
な
相
撲
」、
秋
に「
子
供
相
撲
」
が
行

わ
れ
る
の
み
で
す
が
、
か
つ
て
は「
地
下
相

撲
」と
か「
草
相
撲
」と
呼
ば
れ
る
ア
マ
チ
ュ

ア
相
撲
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
五
穀
豊
穣
を

祈
る
神
事
と
融
合
し
、
神
社
の
奉
納
相
撲

と
し
て
春
や
秋
の
祭
礼
に
は
欠
か
せ
な
い

村
の
行
事
で
し
た
。

村
の
力
自
慢
の
男
性
の
中
に
は
四
股
名

を
も
ち
、
他
の
村
や
津
山
な
ど
の
大
会
に

出
場
し
て
活
躍
し
、
門
弟
を
多
く
抱
え
る

者
も
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
地
域
で
活
躍
し
た
力
士
は
、

没
後
に
門
弟
達
に
よ
っ
て
顕
彰
碑
を
建
立

さ
れ
た
者
も
い
ま
し
た
。
美
作
地
域
で
は

こ
の
よ
う
な
力
士
碑
が
特
に
多
く
存
在
す

る
よ
う
で
す
。

鏡
野
町
に
も
力
士
の
碑
が
い
く
つ
か
存

在
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
今
回
は
町
北
部
の

力
士
碑
を
紹
介
し
ま
す
。

①
玉
錦
茂
治
碑（
大
正
４
年
建
立
）　

上

齋
原
下
の
郷
の
観
音
堂
石
段
下
に
あ
り
ま

す
。
本
名
片
田
茂
治
。
巨
漢
で
相
撲
が
強

か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
若
手
力
士
の
育
成

に
功
績
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

巨
漢
で
肥
満
し
て
い
た
た
め
、
風
に
な
び

く
孟
宗
竹
を
み
て
う
ら
や
ま
し
が
っ
た
と

い
う
逸
話
が
あ
り
ま
す
。

②
頭
取
登
龍
市
蔵
碑（
建
立
年
不
明
）　

上
齋
原
ト
ン
ネ
ル
南
口
付
近
に
あ
り
ま
す
。

本
名
牧
野
市
蔵
。

「
頭
取
」
と
は
、
現
在
の
相
撲
部
屋
の
親

方
の
よ
う
な
存
在
で
、
若
手
を
指
導
・
育

成
す
る
立
場
で
あ
っ
た
者
の
こ
と
で
す
。

下
斎
原
の
力
士
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、

碑
の
世
話
人
と
し
て
刻
ま
れ
た
名
前
は
上

齋
原
の
方
も
多
く
、
奥
津
、
上
齋
原
一
帯

に
多
く
の
門
弟
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
明
治
20
年
の
志
戸
部
神
社（
津

山
市
）
奉
納
番
付
に
は
小
結
で「
登
龍
市
太

郎
」
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
同
一
人
物
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
確
証
は
あ
り
ま
せ

ん
。③

若
靏
半
三
郎
塚（
明
治
25
年
）　

羽
出

東
前
田
の
用
水
路
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
銘

文
に「
明
治
廿
五
年
旧
六
月
廿
九
日
大
水
害

の
為
没
ス
」
と
あ
り
、
明
治
時
代
の
第
一

水
害
で
死
亡
し
た
力
士
の
供
養
塔
で
す
。

地
元
の
古
老
の
話
で
は
羽
出
二
軒
屋
の
生

ま
れ
と
の
こ
と
で
す
が
、
力
士
と
し
て
の

実
績
は
不
明
で
す
。

④
八
萬
城
庄
五
郎（
慶
応
２
年
）　

大
町

の
県
道
と
中
林
が
交
差
す
る
所
に
あ
り

ま
す
。
本
名
新
免
庄
五
郎
。
文
久
年
間

（
１
８
６
１
〜
１
８
６
３
）
頃
に
活
躍

し
、
相
撲
と
弓
に
秀
で
た
と
い
う
言
い

伝
え
が
あ
り
ま
す
。

⑤
小
柳
彦
太
郎（
昭
和
４
年
建
立
）　

元

は
香
々
美
の
藤
屋
に
建
立
さ
れ
、
昭
和
初

期
に
先
祖
の
墓
地
が
あ
る
大
町
の
宗
重
に

移
築
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
本
名
永
滝
彦

太
郎
。
明
治
・
大
正
の
頃
に
津
山
市
で
相

撲
会
に
入
り
活
躍
し
た
と
記
録
が
あ
り
ま

す
。
津
山
市
上
横
野
に
明
治
30
年
代
頃
ま

で
小
柳
光
蔵
と
い
う
力
士
が
頭
取
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
彦
太
郎
と
の
関
係

は
不
明
で
す
。

町
南
部
の
力
士
碑
は
次
号
で
紹
介
い
た

し
ま
す
。
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鏡野町内には 10箇所の博物館・美術館・資料館などの展示施設があることは
ご存じでしょうか？
生涯学習課ではこれらをまとめて紹介したパ

ンフレットを作成しました。案内図と共に、そ
れぞれの館の見どころなども書いてあります。
町内の展示施設、各公民館、ペスタロッチ館、

振興センター、道の駅、みずの郷奥津湖など
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